
■委員長報告概要■ 

 令和 2年 9月定例会 

総務文教常任委員会 

議 案 件 名  
議案第 100号 埴生小・中学校整備事業（小学校解体工事）請負契約

の締結について 

概 要 
埴生小・中学校整備事業（小学校解体工事）請負契約をヘキムラ興業・

太陽産業・月村組特定建設工事共同企業体と、6,270万円で行うもの 

論点又は質疑  

によって明らか 

になった事項  

＊解体工事については、調査基準価格を設定しており、調査基準価格

を下回る金額で入札があった場合は、低入札価格調査を行い、契約

に適合した履行がなされるかどうかを判断している。 

＊今回調査対象価格であったので、業者から低入調査資料を提出し

てもらい、聞き取り調査を行った。見積金額で適切に施工できると

はっきり回答があったので、施工可能と判断した。 

＊工期は、14.6か月となっている。 

＊アスベストについては、市で事前に採取できる範囲で調査を行っ

ており、アスベスト含有建材が事前に分かっているため、アスベス

トに関する法律にのっとり適切に処理する。工期についても、アス

ベストを処理できる十分な工期としている。 

＊予定価格については、基本的には、山口県の県単価、次に刊行物単

価、それらにもない項目については、市内 6 業者から見積りを徴

取し、最低金額を採用して設計金額を算出した。 

討 論 
余りにも低い価格での入札で、適正な工事が実施できるかどうかの

懸念が払拭できないので、反対する 

結 果 賛成多数で可決 

   



■委員長報告概要■ 

 令和 2年 9月定例会 

新型コロナウイルス感染症対策 

特別委員会 

議 案 件 名  
議案第 99号 令和 2年度山陽小野田市一般会計補正予算（第 12回）

について 

概 要 

○今回の補正は、新型コロナウイルス感染症の検査体制を強化する

もので、今後、発熱患者の増加も見込まれる中、医師の判断により、

速やかに検査を実施できるよう、山口県の委託事業を活用して、本

市に地域外来・検査センターを設置・運営するための費用として、

4款衛生費、1項保健衛生費、8目新型コロナウイルス対策費 2,666

万 9,000円を増額するもの 

○県の補正予算に合わせて 3 か月分の運営費を見込んで予算計上し

ており､残り 3か月分の運営費については今後補正する予定 

○歳入 21款 4項 2目の検査検体搬送料は市登録医療機関が検体を採

取された人から徴収した検査に関する費用を市に納めていただく

もの 

○歳出 11節の消耗品費 475万 5,000円の主なものは、検体採取に係

る防護服やマスク、フェイスシールドなどの購入費用。13 節の検

査委託料 1,992万円は登録検査機関に支払う検査委託料 

○センターの主な業務は、市登録医療機関からの検査予約の受付、検

体の登録検査機関への搬送、検体者リストの作成や各種書類のや

り取り、請求事務や検査結果の通知など事務的なもの 

○センターの開設日は 10月 5日を予定、開設場所は健康増進課 

○検査方法は抗原定量検査とＰＣＲ検査で、検査対象者は市登録医

療機関の医師から検査が必要と判断された人 

○検体の採取は市登録医療機関で実施。センターへの検査予約は、市

登録医療機関からのみ可能である。 

○検査費用に自己負担はないが、診察料など保険適用の診療報酬に

ついては自己負担がある。 

○検査結果は原則、午前 11 時に搬入した検体はその日の 12 時半頃

に、15時半に搬入した検体はその日の 17時頃に分かる。 

〇陰性者には市登録医療機関から結果を電話で通知。陽性者には検

査センターから結果を電話で通知し、宇部健康福祉センター（保健



所）から入院先等を連絡する。 

〇市登録医療機関、登録検査機関は非公表である。 

論点又は質疑  

によって明らか 

になった事項  

〇検査委託料 1,992万円の内訳は、抗原定量検査の単価を 7,600円、

１日 20件を見込み、1 か月 20日の 3か月分で 912万円と、ＰＣＲ

検査の単価を 1万 3,500円、1日 20件を見込み、1か月 20日、先

に抗原検査を行うため 2か月分として 1,080万円 

〇開始時点で市登録医療機関になられる病院では、検体を屋外で採

取する予定 

〇先行実施する抗原定量検査はＰＣＲ検査とほぼ同等の感度 

〇会計年度任用職員一人を 3月末まで雇用予定 

○歳入の検査検体搬送料は、検査費用のほか、登録検査機関への検体

の搬送料も含まれている。 

討 論 討論なし 

結 果 全員賛成で可決 

   


